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【背景・目的】 
本県の水稲は県全体耕地面積の約20%を占める基幹作物の一つとなっており、中北地域産の水稲は 

他県に比べて単位面積あたりの収量や玄米外観品質は優れ、食味も高い評価を得ている。しかし、近
年は夏期の異常高温などによって収穫量や玄米外観品質が不安定（胴割粒の多発等）になっており、
産地からは高品質安定生産技術の開発が要望されている。水稲の高品質安定生産にはケイ酸が関係し
ており、吸収量が不足すると光合成能の低下など生育不良となる事例が報告されている。ケイ酸は施
肥などの土壌からの供給が全体の約70％を占めているが、農業用水からの供給量も少なくない。しか
し近年は河川からの天然供給量や施肥による補給量の低下により、ケイ酸供給量の減少が指摘されて
いるが、本県の実態は不明である。そこで、本研究では県内の水稲産地における農業用水や土壌から
の養分供給量を把握し、ケイ酸などの天然供給量を考慮した上での水稲高品質、安定生産技術を確立
することを目的とする。 

            
【研究・成果等】 
１ 県内水稲産地における養分の天然供給量の実態把握   表１ 農業用水中ケイ酸濃度 
（１） 主要河川および農業用水の水質調査 
・昨年度までに峡北、峡南、富士・東部地域における    
農業用水中ケイ酸濃度の把握を実施した。令和５年 
度は峡中地域の甲府市、甲斐市、南アルプス市及び 
現地試験圃場において農業用水中ケイ酸濃度測定を 
行い、実態把握を行った。 

・甲斐市敷島の地点では34.6 mg/Lと高濃度であった。 
その他の調査地点である甲府市（２地点）、甲斐市 
（１地点）、南アルプス市（１地点）における濃度 
は20.2～25.8 mg/Lであり、全国河川における平均 
値19.0 mg/Lに近い値であることが分かった。 

 
（２） ケイ酸新規測定法による水田土壌養分の

実態調査 
・ R5年度には中北地域43地点、富士東部地域

140地点の水田土壌サンプルを収集し、可
給態ケイ酸等の分析を行った。  

・ これまで、収集した土壌分析データ（
n=512）を元に県内水田土壌のケイ酸濃度
を推定しマップ化するため、空間統計解析
を行った。その結果、八ヶ岳南麓地域のケ
イ酸濃度が高いことが明らかになった。ま
た、釜無川や須玉川、塩川を境に推定ケイ
酸濃度に差があることが明確になった。 

 
２ 供給量に応じたケイ酸施肥体系の確立 
（１）ケイ酸施用量の違いが玄米外観品質に及ぼす影響 
 ・土壌中ケイ酸含量一般的な基準量（30mg/100g）より少ない圃場（13.7mg/100g）において、高温

耐性の低い「農林48号」を対象にケイ酸資材ケイカルの投入による収量、品質への影響を調査し
た。なお、試験圃場における出穂後20日間の日平均気温の平均値は26.9℃となり、水稲の高温障
害多発の目安となる26℃を超える高温条件で実施した（データ略）。 

Ｒ５研究成果概要様式 

 

抜粋（峡北地域） 



 

 

 ・玄米重は基肥66kg/10a以上から、追肥33kg/10a以上から増加した。穀粒判別器で測定した玄米外
観品質は基肥66kg/10a以上、追肥33kg/10a以上から整粒率が向上し、項目別では乳白粒が低くな
る傾向であった。胴割粒率は追肥施用で低くなる傾向であった（表２）。 

 
（２）体系化した技術の産地実証 
 ・R6年度は、県内で土壌中ケイ酸含量が低い地域2カ所（敷島（12.9mg/10a）、武川（14.5mg/10a

））においてケイカルを用い現地試験を実施した。なお、試験圃場における出穂後20日間の日平
均気温の平均値は敷島で27.4℃、武川で25.2℃であった（データ略）。 

 
【敷島】 
 ・高温耐性の低い「コシヒカリ」を対象に調査を実施した。 
 ・玄米重は追肥99kg/10aで増加したが、それ以外では明確な差は見られなかった。玄米外観品質は

基肥99kg/10a、追肥33kg/10a以上で整粒率が高まり、基部未熟粒が低くなる傾向であった。胴割
粒率はケイ酸施用により減少した（表２）。 

 
【武川】 
 ・高温耐性の低い「農林48号」を対象に調査を実施した。 
 ・玄米重は追肥の場合、施用量の増加に伴い収量が向上した。玄米外観品質はケイ酸施用による明

確な違いは見られなかった。その要因として、移植時期が遅く、出穂後過度な高温に遭遇しなか
ったことが考えられた（表２）。 

 
表２ ケイ酸施用量の違いが玄米の収量、品質に与える影響 

 
【成果の応用範囲・留意点】 
 ・作成した推定ケイ酸濃度マップについては、R6年度総合農業技術センター成果情報として公表予

定である。 
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